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児
童
虐
待
防
止
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

七
月
二
十
日
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
集
計
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
相
談
・

通
報
が
、
前
年
度
比
二
十
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
約
五
万
五
千
百
五
十
二
件
（
速
報
値
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
宮

城
県
・
福
島
県
・
仙
台
市
を
除
く
）
で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
昨
年
か
ら
社
会
的
な
関
心
を
集
め
る
虐
待

事
件
が
多
発
し
、
ま
た
児
童
虐
待
防
止
法
施
行
か
ら
十
年
目
の
節
目
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
広
報
や
報
道
な
ど
が
目
立
っ

た
こ
と
も
虐
待
相
談
が
増
え
た
背
景
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
省
の
児
童
虐
待
死
亡
事
例
を
検
証
す
る
専
門
委
員

会
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
起
き
た
四
十
九
人
の
虐
待
死
事
例
を
検
証
し
た
結
果
、
ゼ
ロ
歳
児
が
最
多
の
二
十
人
、
ゼ
ロ
歳
児

を
含
む
五
歳
ま
で
の
乳
児
・
幼
児
は
計
四
十
三
人
で
全
体
の
九
割
に
上
り
、
虐
待
の
内
訳
は
「
身
体
的
虐
待
」
が
前
年
度
比
十

五
人
減
の
二
十
九
人
、
「
育
児
放
棄
」
同
七
人
増
の
十
九
人
で
、
全
体
で
は
同
十
八
人
減
だ
っ
た
。
し
か
し
、
死
亡
事
例
の
う

ち
、
児
童
相
談
所
が
相
談
を
受
け
る
な
ど
関
わ
っ
て
い
た
事
例
は
前
年
度
比
十
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
の
十
二
件
（
二
十
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
上
る
。
そ
の
う
ち
虐
待
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
可
能
性
に
気
付
い
て
い
た
事
例
が
七
件
あ
り
、
児

童
相
談
所
の
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
児
童
相
談
所
の
職
員
一
人
当
た
り
の
案
件
を
百
件
以
上
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
通
報
や
相
談
の

一



増
加
を
歓
迎
す
る
も
の
の
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
手
を
焼
い
て
い
る
状
況
を
察
す
る
時
、
学
校
や
警
察
、
医
療
機
関
、
そ
し

て
地
域
全
体
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
児
童
福
祉
司
の
人
員
増
と
、
職
員
が
経
験
を
積
み
専
門
性

を
高
め
て
い
け
る
態
勢
作
り
が
急
務
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
相
談
・
通
報
の
集
計
及
び
同
省
の
児
童
虐
待
死
亡
事
例
を
検

証
す
る
専
門
委
員
会
が
検
証
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
「
泣
き
声
通
報
」
が
急
増
し
、
児
童
相
談
所
の
担
当
職
員
は
一
晩
で
数
箇
所
を
確
認
に
走
り
、
「
確
認
が

出
来
な
い
と
心
配
で
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
時
間
を
か
け
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
も
、
次
々
に
案
件
が
入
り
、
出
来
な
い

こ
と
も
あ
る
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
「
複
雑
な
家
庭
事
情
な
ど
の
難
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
専
門
性
を
高
め
た
い
と
思
う
が
、
目
先
の

事
案
に
忙
殺
さ
れ
、
勉
強
の
時
間
が
全
く
取
れ
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
は
、
住
民
側
か
ら
の
協
力
的
な
対
応
も
必
要
と
考
え
る
が
、
主
と
し
て
都

二



市
部
や
住
民
同
士
の
個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
い
地
域
に
お
い
て
、
自
治
会
の
非
加
入
な
ど
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
好
ま
な

い
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
近
年
、
家
族
や
地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
り
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
現
政
権
与
党
の
夫
婦
別
姓
、
外
国
人
参
政
権
な
ど
の
間
違
っ
た
政
策
に
よ
る
煽
動
の
影
響
も
強
ち
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
悲
惨
な
事
件
や
自
然
災
害
な
ど
後
を
絶
た
ず
、
加
え
て
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
将
来
に
対
す

る
不
安
を
払
拭
で
き
な
い
現
状
に
お
い
て
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
は
、
各
地
域
の
児
童
委
員
と
の
連
携
も
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
虐
待
の
内
訳
で
あ
る
「
身
体
的
虐
待
」
「
育
児
放
棄
」
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
加
害
者
が
実
母
と
聞

く
。
こ
の
よ
う
な
望
ま
な
い
妊
娠
や
育
児
ス
ト
レ
ス
、
精
神
疾
患
の
あ
る
母
親
な
ど
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

六
に
関
連
し
、
育
児
に
対
す
る
不
安
、
児
童
虐
待
、
不
登
校
、
母
子
家
庭
な
ど
に
お
け
る
親
子
は
、
そ
の
地
域
の
中
で
孤

立
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
早
期
発
見
、
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



八

一
〜
七
に
関
連
し
、
通
報
の
う
ち
、
虐
待
と
確
認
し
た
案
件
、
ま
た
深
刻
化
す
る
前
に
ど
れ
だ
け
防
止
で
き
た
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
数
を
示
さ
れ
た
い
。

九

今
後
の
児
童
相
談
所
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
ま
た
職
員
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
及
び
児
童
福
祉
司
の
人
員
増
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

十

児
童
虐
待
防
止
に
対
し
て
、
国
と
し
て
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
、
反
映
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
具
体
的
か
つ
明
確
な
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


